








 

心理テストが臨床医学の場で診断や治療効果の判定に用いられるようになって久しい。し

かし臨床医が,その結果を充分に活用するためには,検査の妥当性についても知っておかな

ければならない。いつ,どのように標準化されたものが使われているかによって,その結果

を過大,過小評価されてしまう。そこで,本稿では,親子関係の判定に約26 年間用いられて

きた田研式親子関係診断テストについて,再標準化を試み,健康児と喘息児にあてはめて比

較検討した。 


